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１． はじめに 

 膨大な社会資本ストックを抱える我が国において効率的な維持管理が重要である．さまざまな管理機関によ

り診断マニュアルが作られ，各種非破壊検査手法が開発されている。しかし多数の橋梁，あるいは多数の径間

を有する橋梁を対象にした場合，全てを同時に検査することは困難であると考えられる．しかし、多数の径間

を有する橋梁を対象とし，同時にすべてを検査することは難しく，今後の維持管理の合理化を図るためには何

らかの対策案が必要であると考えた． 
そこで、本検討では、塩害による劣化が懸念される供用中の道路橋を対象とし、目視による劣化診断および

非破壊検査を実施し、点検検査の効率化について検討した．なお，本報告では，汎用的な非破壊検査手法であ

る自然電位法，打音法及び赤外線法を組み合わせることによる検査の省力化についてもあわせて検討した結果

について報告する． 
２．対象橋梁の概要 

 本研究で対象とした橋梁は全 50 径間で

あるが，最も劣化度の高い径間（支間長

20ｍ）を対象として選定した．打音法では

桁全面を検査し、自然電位法，赤外線法の

検査の範囲は図 1に示す． 

３．劣化診断ソフトによる診断結果 

 本検討で用いた劣化診断ソフトは、対象

橋梁の諸元を入力し、現地目視点検により

直接コンピューターにひび割れ状況（ひび

割れ幅、方向性など），錆汁・遊離石灰の

有無，その他の変状について入力すること

により、データベース化し対象橋梁の各部

位における劣化原因、劣化程度を判定する

ものである． 

劣化診断ソフトに

入力した主な変状と

判定結果を表１に示

す．既往のドリル法に

よる検査結果より、鉄筋位置での全塩分量は腐食限界を

超えており、診断結果は妥当であるといえる． 
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部材区分 変状程度 浮き・
剥離

　鉄筋露出・
　　　腐食

錆汁

主桁 2 １，２ １，２ 着色程度 塩分供給 過大過重 ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ

横桁 2 １，２ １，２ 着色程度 塩分供給 過大過重 ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ

床版 0 無 無 着色程度 塩分供給 過大過重 ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ

変状原因

表１ 劣化診断ソフトによる診断結果 
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図 1 非破壊診断箇所 

変状程度 劣化程度 凡例 変状程度（10ｍ辺り）
3 激しい劣化 無 無し
2 劣化している 1，2 1，2箇所
1 軽微劣化 3～5 3～5箇所
0 劣化なし 6 6箇所以上
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４．非破壊検査 

４．１ 検査概要 

 自然電位法：コンクリート表面

を円形のセンサを回転させなが

ら走査し、自然電位を計測． 

 打音法：センサ部とハンマ部が

一体化したユニットで構成され，

機械的に生じさせた振動を速度

型磁束センサで測定し赤，青，

黄色の３段階で出力． 

 赤外線法：赤外線カメラを用

いてコンクリート内部の浮き

剥離による温度変化を測定． 

４．２ 非破壊検査結果 

 海側、陸側桁下面の自然電位

分布上に打音法による測定点

を図2に①から⑧までそれぞれ

示し，またその範囲の赤外線法に

より判定された浮きの分布を併

記する．打音法により判定された計測点の

表示結果と自然電位法による測定結果を

表2に示す．また赤外線法により得られた

浮きの分布より算出された浮きの面積割

合を表4に示す． 

５．まとめ 

１）海側桁においては④がもっとも低く，

打音検査の表示も赤色を示しており，鋼材

の腐食が進み，浮きが発生している可能性

が極めて高いと考えられる． 

２）陸側桁において桁海側から桁山側に向かって自然電

位が大きくなっており，塩分の浸透は本検討で対象とし

た桁下面よりも桁側面からの影響が大きいと考えられ

る． 

３）本研究で診断した桁は表 4より浮きの面積割合が高

いため、自然電位法，打音法の誤差が大きくなった可能

性も考えられる．ばらつきが大きいため省力化のために

はより多くのデータからの比較検討が必要である． 
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打音 自然電位 打音 自然電位
① 青 -420 ① 赤 -400
② 青 -420 ② 赤 -400
③ 赤 -420 ③ 青 -430
④ 赤 -460 ④ 青 -430
⑤ 青 -320 ⑤ 青 -320
⑥ 黄 -300 ⑥ 青 -320
⑦ 青 -400 ⑦ 青 -370
⑧ 青 -410 ⑧ 青 -370

山
側

海
側

測点番号 測点番号

表 2 打音法の観測点の表示の結果と自然電位 

LED表示色 コンクリート浮きの位置

緑色 表面から２０ｃｍ以上：浮きなし

黄色 表面から１０ｃｍ～２０ｃｍ

赤色 表面から１５ｃｍ以下

表 3 打音法の表示と浮きの関係 

図2　非破壊検査結果（上海側桁，下陸側桁）

表 4 浮きの面積割合 
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